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　　In　the　first　report　of　this　series，　the　popular　concentration　has　a　tendency　to　apPear　in　the

urban　fringe，　therefore　the　distribution　of　the　agglomeration　expand　into　the　rural　area．

　　The　results　of　the　questionnaire　to　send　3000　residents　at　Hinosato　and　Jugaoka　in

Munakatacho　are　obtained　as　follows．

　1）The　growth　of　the　population　in　that　districts　had　been　remerkable　before　oil　shock，　but

　　after　that　the　growth　rate　has　been　stagnant．

　2）The　most　of　the　residents　moved　from　Kitakyushu　or　Fukuoka．

　3）Apure　and　healthy　envilonment　is　the　most　variable　factor　to　fix　residence．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置しており，地形的には比較的高い山はなく全体に丘陵

　1・緒　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地が散在していて宅地の開発には適している。町の中央

　前報にて，福岡県内の都市圏とその現況について解析　　　　を国道3号線，および国鉄鹿児島本線が走り北九州市・

し，大都市の周辺市町村が著しい人口増加を示している，　　　福岡市方面への交通手段は確保されている。また・昭和

すなわち，都市圏域を拡大するような人口増が多いこと　　　36年の国鉄電化以来，列車は増発・スピードアップされ・

を明らかにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通勤，通学時間の短縮がなされた。こうして，宗像町は，

　これら都市圏の成長過程に重要な要因とみなされる圏・　　北九州，福岡両市の住宅地として注目され・宅地化が行

域の市町村の人口動態を検討し，その市町村の人口増加　　　　なわれ，現在も進行している。とくに昭和38年に森林都

の要因から逆に都市圏全体の成長過程を分析することに　　　　市株式会社が，民間による都市計画事業を起し，赤間駅

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近辺の自由ヶ丘地区にニュータウンの建設を開始された

　本報では，福岡県における北九州，福岡2大都市圏の　　　のを始め，昭和46年には日本住宅公団が，アパートを中

中間に存在し，両都市圏の接点であり，しかも近年人口　　　　心とする賃貸ならびに分譲住宅を目的として，東郷駅付

増加の顕著な宗像町の人口増加状況を調査した結果を報　　　　近の日の里地区の造成を始めた。こうして，現在，宗像

告するものである。　　　　　　　　　　　　　　　　町は，日の里，自由ヶ丘を中心にして西日本最大のニュー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タウンとなっている。

2・宗像町の現況　　　　　　　宗像町の人。の齢を第1図｝、示した．図のように，

　宗像町は，前述のように福岡市と北九州市の中間に位　　　　年々増加し，昭和45年から昭和49年までの5年間の人
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口の動きは，自然増に対して社会増は約7倍であり，そ　　　年について求めたもので，図から明らかなように，赤間

の後，9，477人となっている。　　　　　　　　　　　　　　駅南側から国道3号線バイパス間の自由ヶ丘と，東郷駅

　第2図に示した宗像町における就業者数と従業員数　　　南側の日の里の両地区の人口成長率が，とくに高くなっ

の推移から，就業者の増加に比べて従業者の増加は比較　　　ている。このことは，自由ヶ丘地区と日の里地区が宗像

的小さい。これは，宗像町に新しい従業個所が発生し人　　　　町の代表的な住宅地開発地区であり，これら2地区の調

口が集中したのではなく，宗像町以外の地域の従業者が，　　　査により宗像町人口増加状況が明らかとなることを示

住宅を求めて流入したことによるものである。　　　　　　　す。

　宗像町内の55ヶ所の部落の人口成長率を求めて等高

線を描いて第3図に示した。図は昭和48年から昭和49
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図　宗像町の人ロ増加状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和48年～49年、数字％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A赤間駅、B東郷駅
　　40　　　　　　　　　　　　　　　50
　　　　　　昭和年度

第1図　宗像町の人ロ推移　　　　　　　　　　3．鯛査の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前述のように人口急増の自由ヶ丘，日の里両地区の住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民に対する次のようなアンケート調査を行なった。

　　　　●一就業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンケートは返信用郵便葉書に家族数，年収，職業，

　　1．、一従業者　　　　　　駅までの所要時間・住宅の繊前断人居醐・住
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居面積，利用交通機関，選択理由の11項目を印刷し，調

⊇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査趣意書を同封し，自由ヶ丘地区1000枚，日の里地区

巴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2000枚を，それぞれ各家庭に無作為配布した。

陣　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査対象地区　数，回収状況などをまとめて第1表に

曇　　　　　　　　　　示した．表のように回収率は，35．5％であったが，年収

0．5

0

など，意図的に書き入れられていないものや，記入洩れ

のものなどが56通あり有効回収率は33．7％となった。

第1表　アンケート調査数

　　　　40　　　　　　　45　　　　　　　50
　　　　　　　　昭和年度　　　　　　　　　日の里

第2図就業者ならびに従業者の推移　　　合計

アンケート数

＼＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国鉄鹿児島本線の下り定期乗客数の発人数を着人数で

4溺査結果とその分析　　　　　　割った値を各駅ごとに求め第5図に示す．発撒を着人

　4．1．入居時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数で割った値が1を下回る駅は上り方面へ通勤，通学す

　第4図は，入居年次と入居戸数を示したものである。　　　　る者が下り方面より多いことを示す。1より大きい場合

自由ヶ丘地区の入居戸数は昭和42年まで増加を続け，　　　　は下り方面の通勤，通学者が多いことを示す。宗像町内

昭和43年で減少し，その後，昭和49年まで増加してい　　　にある赤間駅，東郷駅の値は，前者が1以下であり北九

る。日の里地区について見ると，日本住宅公団が普通賃　　　　州方面へ，また後者は1より大となり福岡市方面への通

貸住宅と特定分譲住宅の供給を昭和45年に開始して以　　　勤，通学者が多いことを表わし，福岡，北九州両都市圏

来，昭和49年まで入居戸数は急増している。このように　　　の境界が宗像町に存在することを明らかにしている。

好況時には，住宅需要が増加し，著しい人口増加を示し

た。しかし，昭和50年以降，期を同じくして両地区とも　　　　癒，6

入居戸数は大幅に減少している・昭禾・5・年以降は・日召和　蓮ll

48年12月のオイルシ・ック｝こよる影響が現われ・宅地　鄭

開発の減少，住宅需要の低下などにより入居戸数が急激　　　　墾12

：竃㌫㌔㌶溜瓢1噛省、。如蛮黍・・野㎞
は・116戸にも達していることからも住宅霰の減退は @⇒駅　　駅駅　駅
明らかである。

　以上からニュータウンと呼ばれる住宅地は経済的変動　　　　　　　　　第5図　下り定期客の発着比

の影響が，人口増加に顕著に現われることを示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に，自由ヶ丘地区の前住所と勤務地との関係を第2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表に示した。北九州地区へ勤務するものが全体の53％と
　　400‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大きく，次に，福岡市地域は26％となっている。また，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前住所と，勤務地との関係でも北九州地域が圧倒的に多

　　、。。　　　　£舞　　 く4・％以上を占めている・入居時期との関係からも・昭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和45年以降，半数以上を占め，値に大きな変動がみられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。自由ヶ丘地区は，北九州都市圏に包含され，また，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その都市圏の自由ヶ丘地区への影響は変化の少ない一定
　　200
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したものとなっている。自由ヶ丘地区は今後とも北九州
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日の里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域に勤務先を持つ世帯が中心となり，入居して行き，
　1［L、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　急激な増加はないものの北九州都市圏の重要なベッドタ
　　100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　自由。丘　　ウンとして成長していくと予測される・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日の里地区についても同様に調査した。日の里地区は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前述したように，公団の開発による賃貸アパートが存在
　　　0
　　　　　　40　　　　　45　　　　　50　　　　　　　し，またその戸数も多く，一戸建てだけの自由ヶ丘地区
　　　　　　　　　　人居時期（昭和年度）　　　　　　　　　　と性格を異にしている。賃貸アパートは，手取り早い住

　　　　　　第4図　入居年次別入居戸数　　　　　　　　　宅入手の手段となり，勤務地が変っても個人住宅ほど執

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　着することもなく容易に移り変われる特性がある。日の

　4．2．勤務地と前住所　　　　　　　　　　　　　　　　里地区でのアパートの入居者についてもかなりの出入り

　宗像町が，北九州，福岡両都市圏から影響を受けなが　　　　があったとみなされる。一戸建て住宅と賃貸アパートは

ら成長している状況を明らかにするため，勤務地，前住　　　その性質を多少異にしているので，それらのデータを分

所および，両者の関係を分類，考察することにした。　　　　けて集計した。
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第2表　前住所と勤務地の関係（自由ヶ丘）

　　前住所
ﾎ務地

北九州
n　　域 福岡地域 先代より 県　　内 県　　外 合　計

北九州地域 165 8 0 12 14 199（52．9）

福　岡　地　域 41 38 0 9 10 98（26．1）

宗　像　町　内 7 4 3 7 3 24（6．4）

宗　像　周　辺 4 0 0 5 2 11（2．9）

そ　　の　　他 11 7 1 10 15 44（11．7）

合　　　計
228
i60．6）

　57
i15．2） 　4i1．1） 　43

i11．4）
　44
i11．7）

376（100）

第3表　日の里地区入居者の前住所と勤務地

　　　（イ）公団アパート

（）内は％を示す

　　　前住所
ﾎ務地

北九州
n　　域 福岡地域

先代より 県　　内 県　　外 合　計

北九州地域 23 15 2 10 6 56（27．6）

福　岡　地　域 20 37 2 20 35 114（56．2）

宗　像　町　内 3 5 0 3 5 16（7．9）

宗　像　周　辺 0 4 0 4 1 9（4．4）

そ　　の　　他 1 2 0 2 3 8（3．9）

合　　　計 　47
i23．2）

　63
i31．0） 　4i2．0） 　39

i19．2）
　50
i24．6）

203（100）

（ロ）　1戸建て個人住宅

　　　　前住所

ﾎ務地
北九州
n　　域 福岡地域

先代より 県　　内 県　　外 合　計

北九州地域 139 19 1 10 10 179（40．1）

福　岡　地　域 34 100 3 11 32 190（40．4）

宗　像　町　内 7 7 4 9 2 29（6．5）

宗　像　周　辺 8 3 2 6 5 24（5．4）

そ　　の　　他 12 11 0 3 8 34（7．6）

合　　　計
　200
i44．8）

　140
i31．4）

　10
i2．2）

　39
i8．7）

　57
i12．9）

446（100）

（ハ）　日の里地区の合計

　　　前住所
ﾎ務地

北九州
n　　域 福岡地域 先代より 県　　内 県　　外 合　計

北九州地域 162 34 3 20 16 235（36．1）

福　岡　地　域 54 137 5 31 68 295（45．3）

宗　像　町　内 11 12 4 12 9 46（7．1）

宗　像　周　辺 8 7 2 10 6 33（5．1）

そ　　の　　他 13 13 0 5 11 42（6．4）

合　　　計
248
i38．1）

203
i31．2）

　14
i2．2）

　78
i12．0）

108
i16．5）

651（100）
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　第3表ωに公団アパート入居者の前住所と勤務地の　　　示した。図のように入居時期による相違は明瞭には現わ

関係を示す。前住所の合計を見ると福岡地区が最も大き　　　れていないが，昭和45～46年は駅から30分～35分の徒

く全体の31％，次いで県外の項で25％と大きな値を示　　　歩時間距離が最大となっている。しかし，昭和47年以降

している。勤務地では，福岡地区が最も大きく56％，28％　　　は，20分～25分と30分～35分の2個所でピークが現わ

の者が北九州地区に勤務している。勤務地と前住所との　　　れている。さらに，昭和49年～51年には40分～50分の

関係を見ると，とくに，県外から入居し，福岡地域に勤　　　　遠い位置に入居した者がかなりの数に達している。自

務するものが，自由ヶ丘より目立って多い。東京，大阪　　　　由ヶ丘は民間企業（森林都市株式会社）が総面積300万

などの大都市圏からのUターン組と，大企業の九州への　　　m2，人口2万人の規模を目標とし，駅から離れた地点に

進出する拠点として，福岡市に足場を置いた企業の従業　　　　商店，事業所を置き南北に帯状に開発した結果このよう

員の住宅とみなされる。県内からの入居者は約半分が福　　　　に入居時期による相違が少ないとみなされる。しかし，

岡地域であり，4分の1が北九州地区である。北九州地域　　　今後は駅から離れた地点まで開発しなければならなくな

からの入居者の43％が福岡地域に勤務している。以上の　　　　り，今後の入居条件が悪くなる可能性は見られる。

ことから，流動的性格を含むアパート住民は福岡都市圏　　　　　次に駅までの交通手段について調査した結果を第4

に包含されていることが明らかである。また，近年，北九　　　　表に示した。表のようにバスの利用者が最っとも多く・次

州市の金融機関を始め管理機能が福岡市へ移動したもの　　　　に自家用車が多くなっている。赤間駅周辺の駐車施設の

が見られ，それらの従業員などとみなされる。　　　　　　　不備を考えるとキスアンドライドか路上駐車が多いと考

　日の里地区の個人住宅の集計を第3表回に示した。公　　　　えられる。

団アパートと異なり北九州地域からの入居者は福岡地域
のそれよりも多い．酬市が九州の中枢管理都市として，　第4表国鉄利用車の駅までの交通手段（舳ヶ丘）

また，三次産業主体の都市として成長してきたため，増

加する住宅需要と住宅公団による開発とにより宗像町へ　　　　　徒　　歩

の福岡都市圏の影響の大きさが年々増加していることを

示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイク自転車等

　4．3．通勤の利用交通機関と所要時間

　住宅選択の条件の1つとして交通機関の利便性が大　　　　　第7図は，日の里の入居年次ごとの駅までの時間距離

きく挙げられている。そこで，入居年次と駅までの徒歩　　　と戸数の関係を示した。図のようにほとんどが17分を

所要時間を調査し，自由ヶ丘についての結果を第6図に　　　最大とする正規分布に近い分布を示している。日の里は

人　　口 百分率（％）

徒　　歩

o　　　ス

ｩ家用車

oイク自転車等

69

P09
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26

S1

Q8

P5
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第6図　赤間駅までの徒歩時間距離（自由ヶ丘）　　　　　　　　第7図　東郷駅までの時間距離（日の里）
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東郷駅を中心とする扇形に開発され，自由ヶ丘に比較し　　　　平均年収を見ると377万円と自由ヶ丘より低く，福岡

駅へは近く駅までの交通機関の利用はほとんど見られな　　　市に近い値となっている。日の里は公団の賃貸アパート

かった。駅前には自転車の駐車が非常に多い，しかし，　　　があり，その入居者は比較的若い層とみなされその結果

本調査の回答にはほとんど現われなかった。　　　　　　　　が自由ヶ丘との差を生じたものと考えられる。また，福

　4．4．入居世帯の年収　　　　　　　　　　　　　　　　岡市の年収に近いことは福岡市への通勤者の多いことか

　入居世帯の階層を調査する目的で年収の回答を求めた　　　らも予測されることである。

が，未回答がかなり現われた。　　　　　　　　　　　　　　日の里と自由ヶ丘だけの年齢構成の資料は得られな

　第8図に自由ヶ丘入居世帯の入居時期別の年収分布　　　かったが，宗像町全体の年齢構成を第10図に示した。図

を示した。図のように入居年次別の特徴は見出されな　　　のように北九州市20代が少なく30代が比較的多い。し

かった。平均年収で比較すると北九州，福岡両市よりも　　　かし，福岡市は逆に20代が非常に多く，30代から少く

高額である。分譲個人住宅に購入し入居出来る経済力を　　　　なっている。宗像町は従来からの居住者もあるので福岡

考えると予測出来る結果である。　　　　　　　　　　　市ほど20代が多くはないが，北九州市より多く，とくに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40代が多い。この資料中年層が多く入居したとみなされ
　　　　　　　平均年収
　　　　自由ヶ丘　433．8万円　　　　　　　　　　　　　　る。
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第8図　入居時期と世帯年収の関係（自由ヶ丘）

　　　　　　　　　　　　昭和年次
北九州市　334．7万円　　　＿＿喝52
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　次に第9図に日の里入居世帯の入居時期別の年収分　　　　　　　　　　　　　　（×10000人福岡’北九州）

布を示した。昭和52年と51年に入居した世帯では150　　　　　　　　第10図年令構成

万～250万円が最も多く，それ以前は300万円近くが多

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．5．住宅面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅面積を調べる目的で畳数と部屋数の回答を求めた
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口の里377．0万円　　　　　　　　　　　　　　が，畳数の回答要領が満足したものが得られなかった。

竃溜卜讐；；1：嬬　一甦次　　纒数の調査結果から住宅面積の相対量を予損1・検討す

　　　　　　　　　　　二二弘　　　　　　　　　　ることにした。
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　　　　　　　　　＼　　　▲＼・’燻ｻさ　　　　　　　　に比較するとかなり広いものである。これは自由ヶ丘地

100200300400560600700「了；～〒gOδ　　　　区1戸建て分譲住宅で比較的部屋数の少ないアパート

　　　　　　年　収（万円）　　　　　　　　　　など存在しないことによる。また，1人当りの部屋数も

第9図　入居時期と世帯年収の関係（日の里）　　　　1．42で北九州の1．26に比較して多くなっている。
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　日の里の部屋数の分布を見ると自由ヶ丘と異なり，2　　　　一般に都市部では独身者が存在するが・住宅を購入し

DK，3DKなどの公団アパートの影響が現われ3，4，　　　て定住する意志のある者は家族が存在し・しかも適当な

5部屋の住宅がほぼ同数存在する。1戸当りの平均は自　　　所得を得られる年齢階層となり子供を持っている確率が

由ヶ丘より少なく4．45部屋である。しかし，北九州市の　　　非常に高いためこのような家族数になったと考えられ

平均より多い。なお，1人当りの部屋数は1．23で北九州　　　　る。

市とほぼ等しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．7．住宅選択理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自由ヶ丘，日の里の両地区とも他都市への従業者が多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いことから他の市町村に住宅を選択する可能性のあった

、。　　　蒜二丘　者も多いと考えられる・そこ℃とくにこの地区に住宅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を求めた理由を回答して貰った。その結果を第13図に

　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめて表わした。
ま

悩十20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70

0　12345678　　　　60　　　　　　　住宅1戸当りの部屋数　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま50

　　　第11図住宅1戸当りの部麟　　　 嘉・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53。

　4．6．家族数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　住宅1戸当りの家族数すなわち居住者数をまとめて　　　　　　10

第12図に示した。自由ヶ丘，日の里両地区とも類似した

分布を示し・平均＝自由・丘3・68人／戸｝・対し・　°竃壁碧あ雀

日の里は3・6°人／戸とわずかに少なし）だけである・　　　　裟費蕩　他覆
　これから夫婦に子供1人ないし2人の家族が多く，標　　　　　　　　　　さ　　　　　　高　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　良
準的な家族構成とみなされる。しかし，世帯数から考え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

ると北九州市の3．22人／世帯，福岡市の3．・3世帯，宗像　　　　第13図住宅選択の理由

町の平均3．33人／世帯よりいずれも多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自由ヶ丘では環境の良さがとくに多く70．7％にも達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　している。現在，住宅地域を造成する場合検討すべき最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　口自由ヶ丘　　　　大の問題とみなされる。なお，北九州市から自由ヶ丘へ

　　4°　　　　　園日の里　　入居し諸が多いがとくにこの競の良さを指摘し緒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は日の里も含め多かった。次に，都心部より地代の安い
　　　
　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことから購入費（20．5％）森林都市としての知名度（6．4％）

逐・・　　　　　　　　　により住宅を日の里に猷したようである・駅までの距
喬　　　　　　　　　　離が離れているので交通の便の良引よわずかに5・1％し

　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日の里でも環境の良さが一番多いが47．6％と自由ヶ

　　0　　1　2　3　4　5　6　7　　　　　丘に比較し少ない。購入費による者が20．5％と高く，交
　　　　　　　　住宅1戸当りの居住者数（人）　　以上　　　　通の便の良さも13．6％と自由ヶ丘より多くなっている。

　　　　　第12図　住宅1戸当りの家族数　　　　　　　　　しかし，知名度は2．5％と少ない。

口自由ヶ丘

?冾ﾌ里
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　4．7．将来の予測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）自由ヶ丘，日の里両地区とも昭和47，48年の高度

　40年代の好況の中に強い住宅需要が生じ，その結果と　　　　成長期にはその入居者は多いが，不況となった昭和50

して各地にニュータウンが建設された。森林都市と呼ば　　　年から入居者は激減している。したがって，ベッドタウ

れる自由ヶ丘はこれらの先駆的な開発であり・入居者の　　　　ンの入居者は経済変動の影響が大きいとみなされる。

多くが指摘しているように好しい生活環境を有してい　　　　（2）両地区とも北九州，福岡両市への従業者が多く

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80％以上である。北九州，福岡両都市圏に包含されたべッ

　しかし，前述のように昭和48年末のオイルショック　　　　ドタウンとみなされる。

以後の経済不況は住宅需要にも大きく影響を及ぼしその　　　　（3）北九州市への従業者は北九州からの転入者がほと

一端が，自由ヶ丘，日の里への入居数減少へ影響したと　　　んどであるが，福岡市への従業者には県外からの転入者

みなされる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を相当含む。これらは両都市圏の拡張すなわち中核都市

　したがって，不安定な経済情勢の中では過去の資料だ　　　　の経済情勢を表わしている。

けから将来の予測は困難であるが，現状のままの情勢が　　　　（4）両地区とも北九州市よりも比較的収入の高い階層

継続するとして宗像町の人口増加量を検討した。　　　　　　が入居している。

　北九州市へ他市町村から通勤している者の職種を調べ　　　　　（5）家族構成は自由ヶ丘が3．68人／戸，日の里が3．60

ると第2次産業が多く，第3次産業従業者も運輸電気ガ　　　人／戸とほぼ等しいが，都市部の平均世帯人数よりも高

スなど第2次産業に密着した者が多い。そこで，簡単に　　　い。

福岡市の第3次産業従業者数と北九州市の第2次産業　　　　（6）住宅選択理由に環境の良さを指摘する者が非常に

従業者数を宗像町の人口に重回帰解析した結果次の式が　　　　多く，生活環境が新住宅地造成の最大問題とみなされる。

得られた。

　y＝－24850＋0．17κ1＋0．08κ2　　　 謝辞　ただし　y：宗像町の人口（人）　　　　　　　　　　　　　　本研究を遂行するにあたり，日本住宅公団九州支所，宗

　　　　　κ1：北九州市の第2次産業従業者数（人）　　　　　像町役場ならびに調査対象地域の住民各位に絶大なご支

　　　　　κ・：福岡市の第3次産業従業者（人）　　　　　　　援を賜った，ここに謝意を表する。

　なお・重相関係数は0・95である。　　　　　　　　　　　　　また，調査には開発土木工学教室渡辺義則講師を始め

　これから北九州都市圏の成長率の影響が宗像町の人口　　　　交通工学研究室の諸氏のご協力をいただいた感謝を表わ

成長率に及す影響は福岡都市圏の2倍以上となった。　　　　　す。

　5．結　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献

　福岡県内に存在する2地方中核都市である北九州，福　　　　1）総理府統計局1国勢調査報告（昭35～50）・

岡両市のほぼ中間に位置し涌都市圏の成長過程を示す　1；㌶：㌶舞彗，；驚il）・

上で重要な宗像町とくにその代表的な自由ヶ丘，日の里　　　　4）九州経済調査協会：福岡都市圏の住宅問題．

両地区を取り挙げ，アンケート調査を行なったその結果　　　　5）九州経済調査協会：北九州における住宅事情の特徴と住宅・宅

から次のようなことが明らかになった。　　　　地開発の難


